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十勝岳火山臨時地震観測

Temporal seismic observation at Tokachi-dake volcano
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1 9 9 7年に北海道中央部に位置する十勝岳にて約3週間の臨時地震観測を行った。解析の結果6 2 - 2火口付近で発生
した3 8個の地震の高精度な震源分布と5個の地震のメカニズムを求めることができたが、地震の発生原因を議論す
るにはデータが少なすぎた。そこで1998年に、より長い期間の臨時観測をすることにした。観測期間は 1998年6月
1 7日から9月5日までの約２ヶ月半である。6 2 - 2火口を取り囲む１ｋｍ四方の領域に2 2観測点を展開した。観測期間
内に多数の自然地震が記録され、十勝岳付近の地震も多く含まれている。
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1 9 9 7年に北海道中央部に位置する十勝岳にて約3週間の臨時地震観測を行った。解析の結果6 2 - 2火口付近で発
生した3 8個の地震の高精度な震源分布と5個の地震のメカニズムを求めることができたが、地震の発生原因を議論
するにはデータが少なすぎた。そこで1998年に、より長い期間の臨時観測をすることにした。観測期間は 1998年6
月1 7日から9月5日までの約２ヶ月半である。6 2 - 2火口を取り囲む１ｋｍ四方の領域に２２観測点を展開した。内５
点には、固有周波数１Ｈｚで３成分一体型のLennartz Electronic社製L E - 3 D l i t e地震計を設置し、クローバーテック
社製D A T - 2 G Cデジタルレコーダにより連続記録を行った。他の1 7点には固有周波数２Ｈｚで上下動１成分のM a r k
P r o d u c t s社製 L - 2 2 D地震計を設置し、イベントトリガー方式で記録を行った。レコーダーは白山工業社製
DATAMARK LS8000SHを用いた。また中腹の望岳台と避難小屋の間の登山道沿いにＬ字型地震計アレイを設置し
た。１０台を約１００ｍ間隔で並べて、Ｌ字の長い方が５００ｍ、短い方が４００ｍになるようにした。機材は
上記と同じ上下動１成分のL - 2 2 D地震計とL S 8 0 0 0 S Hレコーダーを用い、イベントトリガー方式で記録を行った。
さらに北海道大学地震火山研究観測センター十勝観測点の観測用トンネル内に固有周期1 0 0秒のG u r a l p社製C M G -
3 T広帯域地震計を設置し、連続記録を行った。レコーダーは白山工業社製DATAMARK LS8000WDを用いた。
DATレコーダは約１ヶ月に１回、DATAMARK LS8000SHとDATAMARK LS8000WDレコーダーは約１０日に１回、
波形データの回収、バッテリー交換を行い、できるだけ欠測期間がないように努めた。観測期間内に多数の自然
地震が記録され、十勝岳付近の地震も多く含まれている。震源分布や震源メカニズム解については現在解析を進
めている。


